
 
 

脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
の
推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

令

和

七

年

五

月

二

十

七

日 

参

議

院

経

済

産

業

委

員

会 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

我
が
国
が
国
際
的
に
約
束
し
た
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
実
現
に
向
け
て
は
、
産
業
部
門
・
運
輸
部
門
を
始
め
と

す
る
社
会
全
体
に
お
い
て
、
本
法
で
措
置
す
る
排
出
量
取
引
制
度
等
の
幅
広
い
取
組
が
進
む
よ
う
、
実
効
的
な
施
策
を
総
動
員
す
る
こ

と
。
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
移
行
を
始
め
と
す
る
産
業
構
造
の
転
換
に
伴
う
経
済
・
社
会
・
雇
用
へ
の
負
の
イ
ン
パ

ク
ト
を
最
小
化
す
る
た
め
、
地
域
社
会
を
始
め
産
業
界
、
労
働
界
等
関
係
当
事
者
と
積
極
的
な
社
会
対
話
を
行
い
、
広
く
意
見
を
聴
取

し
、
そ
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
中
小
事
業
者
や
雇
用
へ
の
影
響
に
配
慮
し
つ
つ
、
公
正
な
移
行
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
を
進
め
る
こ
と
。
と
り
わ
け
中
小
事
業
者
の
雇
用
に
対
し
て
は
、
政
府
に
よ
る
強
力
な
目
配
り
と
中
小
事
業
者
に
対
す
る
移
行
支
援

を
行
う
こ
と
。 

 

二 

成
長
志
向
型
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
制
度
の
安
定
的
な
運
営
と
確
実
な
財
源
の
確
保
を
通
じ
て
、
民
間

事
業
者
の
予
見
性
を
高
め
る
こ
と
に
注
力
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑
な
移
行
に
資
す
る
投
資
が
確

実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
最
大
限
取
り
組
む
こ
と
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
を
確
認
し
、
技
術
の
進
捗
等
を
考
慮
す
る
中

で
、
定
期
的
に
費
用
対
効
果
等
の
評
価
分
析
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
対
象
範
囲
等
に
つ
い
て
、
柔
軟
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 



 
 

三 

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
係
る
必
要
な
コ
ス
ト
は
、
広
く
社
会
全
体
で
公
平
・
公
正
に
負
担
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
石
油
石
炭
税
や
地

球
温
暖
化
対
策
税
等
の
税
制
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
そ
の
他
関
連
す
る
制
度
全
体
の
適
正
化
に
よ
る
負
担
の
抑
制

に
努
め
つ
つ
、
円
滑
か
つ
適
正
な
価
格
転
嫁
等
を
通
じ
て
、
特
定
の
事
業
者
に
負
担
が
偏
重
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
、
国
民
全
体

に
そ
の
理
解
が
広
が
る
よ
う
積
極
的
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
。 

 

四 

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
係
る
コ
ス
ト
負
担
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
醸
成
に
向
け
て
は
、
脱
炭
素
に
資
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
市
場
を
創
造
す
る
観
点
か
ら
、
公
共
調
達
に
加
え
、
様
々
な
層
に
対
す
る
消
費
者
教
育
の
実
施
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
応
し
た
製
品
で
あ
る
こ
と
が
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
な
表
示
や
仕
組
み
の
構
築
、
原
燃
料
の
転
換
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
資
す
る
商
品
や
熱
効
率
が
高
い
設
備
の
導
入
を
促
す
た
め
の
措
置
の
検
討
等
に
率
先
し
て

取
り
組
む
こ
と
。 

 

五 

排
出
量
取
引
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
脱
炭
素
成
長
型
投
資
事
業
者
が
、
取
引
上
優
位
な
立
場
を
利
用
し
、
取
引
関
係
に
あ
る
事

業
者
に
対
し
て
不
当
な
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
政
府
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
中
小
事
業
者
に

対
す
る
負
担
の
不
当
な
押
し
付
け
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
、
公
正
取
引
委
員
会
及
び
中
小
企
業
庁
に
お
い
て
厳
格
に
確
認
す
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
行
為
が
存
在
す
る
場
合
に
は
厳
正
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

六 

電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
全
体
の
電
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
等
の
中
で
見
込
ま
れ
る
電
力
需
要

の
増
加
に
対
し
、
安
定
し
た
供
給
力
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
理
解
と
中
長
期
的
な
国
民
負
担
の
抑
制
を
前
提
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
脱
炭
素
電
源
を
最
大
限
活
用
し
て
い
く
こ
と
や
、
省
エ
ネ
の
普
及
拡
大
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
拡
大
等
に
取
り

組
む
こ
と
。
そ
の
際
に
は
、
物
価
上
昇
等
に
よ
る
影
響
に
配
慮
し
つ
つ
、
需
要
家
に
安
定
し
た
価
格
水
準
で
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

給
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。 



 
 

 
七 

脱
炭
素
成
長
型
投
資
事
業
者
排
出
枠
の
割
当
て
の
実
施
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
各
国
の
動
向
や
、
国
内
に
お
け

る
代
替
技
術
の
有
無
、
カ
ー
ボ
ン
リ
ー
ケ
ー
ジ
の
可
能
性
等
も
踏
ま
え
、
足
下
の
地
域
の
産
業
基
盤
や
雇
用
へ
の
悪
影
響
が
な
い
よ
う

配
慮
し
つ
つ
、
日
本
企
業
に
よ
る
脱
炭
素
分
野
で
の
競
争
力
の
維
持
・
強
化
及
び
国
内
に
お
け
る
脱
炭
素
技
術
の
開
発
や
実
装
が
着
実

に
進
み
、
我
が
国
の
継
続
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
制
度
と
す
る
た
め
、
適
切
な
水
準
と
な
る
よ
う
、
手
続
の
透
明
性
、
公
平
性
、
公
正
性

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
や
有
識
者
、
産
業
界
、
労
働
界
等
か
ら
広
く
意
見
を
聴
き
つ
つ
、
丁
寧
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

八 

排
出
枠
取
引
市
場
の
取
引
価
格
が
、
実
需
を
伴
わ
な
い
投
機
的
取
引
に
よ
っ
て
経
済
実
態
か
ら
著
し
く
か
い
離
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
そ
の
動
向
を
注
意
深
く
監
視
す
る
と
と
も
に
、
取
引
価
格
の
水
準
が
、
我
が
国
の
産
業
や
国
民
生
活
、
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ

の
円
滑
な
移
行
に
資
す
る
投
資
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
機
動
的
か
つ
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
。 

 

九 

地
方
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
排
出
量
取
引
制
度
や
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
諸
税
等
と
の
関
係
を
適
切
に
整
理
し
、
事
業
者
の
事

務
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
運
用
に
際
し
て
実
務
上
の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
、
現
場
レ
ベ
ル
の
視
点
か
ら
制
度
の
予
見

性
と
実
効
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。
加
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
高
騰
す
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
過
度
な
国
民
負
担
を
抑
制
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 

十 

脱
炭
素
成
長
型
投
資
事
業
者
排
出
枠
の
割
当
量
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
、
パ
リ
協
定
の
一
・
五
度
目
標
及
び
国
が
決
定
す
る
貢
献

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
の
達
成
に
貢
献
し
て
い
る
か
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
該
検

証
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 



 
 

十
一 

排
出
量
取
引
制
度
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
中
小
事
業
者
等
の
排
出
削
減
を
促
す
効
果
を
勘
案
す
る
と
と

も
に
、
過
度
な
流
入
に
よ
る
価
格
の
不
安
定
化
や
脱
炭
素
成
長
型
投
資
事
業
者
の
排
出
削
減
意
欲
の
低
下
等
を
招
か
ぬ
よ
う
留
意
し
つ

つ
、
適
切
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
国
際
的
に
必
要
と
さ
れ
る
環
境
十
全
性
及
び
持
続
可
能
な
開
発
へ
の
貢
献
が
確
保
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

十
二 

脱
炭
素
成
長
型
投
資
事
業
者
排
出
枠
及
び
化
石
燃
料
賦
課
金
に
つ
い
て
、
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
へ
の
移
行
の
状
況
、
事
業
活

動
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
の
状
況
そ
の
他
の
制
度
の
実
施
を
定
期
的
に
評
価
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
脱
炭
素
成
長
型
投

資
事
業
者
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
事
業
者
、
労
働
者
、
気
候
変
動
や
環
境
経
済
学
等
に
関
す
る
学
識
経
験
者
、
将
来
世
代
及
び
市
民
団

体
の
意
見
を
聴
取
す
る
ほ
か
、
当
該
評
価
の
結
果
を
公
表
し
、
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
三 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
化
学
的
な
分
解
や
再
合
成
、
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
の
高
品
質
か
つ
安
全
性
の

高
い
再
利
用
、
低
品
位
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
活
用
、
レ
ア
メ
タ
ル
等
の
効
率
的
な
回
収
等
の
資
源
循
環
社
会
の
推
進
に
資
す
る
高
度
な

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
国
内
に
お
け
る
研
究
を
推
進
し
、
一
日
も
早
い
社
会
実
装
に
向
け
て
、
最
大
限
取
り
組
む
と
と
も
に
、
再
生
資
源
の

不
適
切
な
処
理
及
び
輸
出
の
防
止
に
向
け
た
取
組
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

再
生
資
源
の
利
用
義
務
化
に
当
た
っ
て
は
、
企
業
活
動
の
実
態
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
適
切
な
制
度
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
日
本

企
業
の
競
争
力
の
維
持
・
強
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


